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１．はじめに
　我が国においては、団塊の世代が65歳以上に達する平成27年（2015年）を目前にし、さらに10年後の
平成37年（2025年）には75歳以上の後期高齢者数が2,000万人を超えることが見込まれている１）。このよ
うな中、認知症の者や医療ニーズの高い重度の者の増加等、国民の福祉・介護ニーズはより多様化・高
度化してきている状況にあり、これらのニーズに的確に対応できる質の高い人材を安定的に確保してい
くことが喫緊の課題となっている。多様化するニーズに的確に対応できる人材を養成するため、平成19
年（2007年）に「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」が成立、公布された。この法
律改正と併せて、介護福祉士養成課程における教育カリキュラム等を見直し、今後、より一層質の高い
介護福祉士を養成していくこととされた。新カリキュラムについては、平成21年（2009年）４月より実
施されている。
　新カリキュラムでは、「これからの社会においては、障害の有無や年齢に関わらず、個人が尊厳を
もった暮らしを確保することが重要であり、介護サービスにおいては、利用者一人ひとりの個性や生活
のリズムを尊重した介護（個別ケア）の実践が必要とされている」との観点から、「個別ケアの実践」
を人材教育目標の一つとして位置づけられている２）。これを受けて、従来、介護概論等の科目の一分野
として組み込まれていた「介護過程」に関する項目が、独立した150時間の教育科目として設けられ
た。さらに、介護実習については、利用者の生活の場である多様な介護現場において、利用者の理解を
中心とし、これに併せて利用者・家族との関わりを通じたコミュニケーションの実践、多職種協働の実
践、介護技術の確認等を行うことに重点を置いた「実習施設・事業等（Ⅰ）」と、一つの施設・事業等
において一定期間以上継続して実習を行う中で、利用者ごとの介護計画の作成、実施後の評価やこれを
踏まえた計画の修正といった一連の介護過程のすべてを継続的に実践することに重点を置いた「実習施
設・事業等（Ⅱ）」に区分され、後者に全実習（450時間）の３分の１以上の時間を充てることが定め
られた。このことは、介護福祉士養成教育において、これまで以上に個別ケアの実践能力を養うための
介護過程教育の重要性が高まっていることを示している。
　本学でも法改正に伴い、平成21年（2009年）度入学生から教育カリキュラムの大幅な見直しを行った
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が、とりわけ介護過程の教育については実習教育を含め、重点を置くものであった。中心となる見直し
内容としては、１）「実習施設・事業等（Ⅱ）」について、一般的に行われている集中型実習（約１ヶ
月間に150時間の実習を集中的に行う実習形態）ではなく、週２日、約２ヶ月半の長期にわたって実習
を行うことで、利用者との信頼関係の構築に努めさせるとともに、アセスメントやプランニングに十分
な時間をかけられるようにした　２）学生の少人数グループを編成し、１）の実習と同時並行で、教員
がグループスーパービジョンを行い、この中で学生の実習状況の詳細を把握し、指導を行うと同時に、
学生同士が学び合う機会を設けたことの２点である。本稿では、本学における介護過程の教育方法につ
いて、実習指導者および学生に対するアンケート調査の結果から、その効果と問題点を考察する。
２．本学の介護過程の教育方法の概要
２−１　実習教育の全体像
　本学のカリキュラムは、「学生の成長モデル」（図表１）のとおり、学内学習と実習を交互に履修し
ながら成長を図ることを念頭に置いて、授業科目の履修時期および内容と実習時期および実習内容を連
動させて編成することによって、学習効果を高めることを図っている。すなわち、実習教育を中核に据
え、実践力の養成を重視したカリキュラムを編成している。
　カリキュラムの中心となる介護実習は、「介護基礎実習」（120時間・４単位）、「介護応用実習」
（180時間・６単位）、「介護過程展開実習」（150時間・５単位）の３科目（450時間・15単位）で構成
される。「介護福祉士学校の設置及び運営に関する指針」における「実習施設・事業等（Ⅰ）」は「介
護基礎実習」と「介護応用実習」に該当し、「実習施設・事業等（Ⅱ）」は「介護過程展開実習」に該
当する。それぞれの実習を、ⅠaからⅠeおよびⅡの６段階から構成し、Ⅰaは１週間（40時間）、Ⅱは２
カ月半（150時間）と徐々に時間数を増やすことにより、学生が無理なく現場へ適応できるようにして
いる。実習段階が進むごとに、達成すべき目標・課題が高度化する。詳細は、（図表２）に示す。
２−２　介護過程の教育方法
　先に述べたとおり、本学のカリキュラムは、学内学習と実習を交互に履修しながら成長を図ることを
目的とし、授業科目の履修時期および内容と実習時期および内容を連動させて編成されているが、これ
は介護過程の教育についても同様である。１年次は、前期の「介護の基本Ⅰ」で介護過程についての導
入教育を行い、１年後期の「介護過程Ⅰ」（30時間・1単位）ではアセスメントを中心に演習した上
で、1年後期末の「介護応用実習（Ⅰd）」においてアセスメントの実習を行う。次いで、２年前期の
「介護過程Ⅱ」（60時間・２単位）では、課題および目標の明確化、介護計画の作成、実施、評価に至
る一連の過程について、「介護応用実習（Ⅰd）」で学生自らが取り組んだ利用者のアセスメントの結
果を用いて演習を行った上で、２年後期「介護過程展開実習」で一連のプロセスを実習する。また、
「介護過程展開実習」と同時並行して「介護過程Ⅲ」（60時間・２単位）を開講し、学生の少人数グ
ループに対して教員がグループスーパービジョンを行い、この中で学生の実習状況の詳細を把握し、必
要な指導を行うと同時に、学生同士がともに学び合う機会を設けている。詳細は、（図表３）に示す。
　中でも特徴的な点は、週２日（原則として木曜日と金曜日）、２か月半にわたって行う「介護過程展
開実習」である。介護実習は、短期間に集中して毎日実習する形態が一般的であり、本学でも旧カリ
キュラムでは集中型実習で介護過程の展開について実習していたが、１）利用者との信頼関係の構築
や、アセスメントを十分に行うことができないまま計画を作成し、実施するということが少なくなかった。
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（図表１）学生の成長モデル
（図表２）本学の実習教育の全体像
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（図表３）介護過程の教育方法
２）事前事後指導と巡回指導だけでは十分に介護過程を展開できない学生が少なくなかったなどの問題
点があったため、新カリキュラムではこれを改めるために長期実習の形態をとった。長期実習の導入に
あたり、週２日間の実習では、利用者の顔や氏名、施設の概要等をなかなか把握ができないのではない
かという懸念があったため、実習前に配属された施設での自主実習を行うこととした。学生は、１日６
時間程度のボランティア活動を３日以上行い、この中で利用者の把握、施設概要の把握に努めさせるこ
ととした。
３．学生および実習指導者に対するアンケート調査
３−１　アンケート調査の方法
　本学における介護過程の教育方法の効果および課題について検証することを目的として、平成22年度
（2010年度）および平成23年度（2011年度）に介護過程展開実習を行った学生と、受け入れていただい
た実習指導者を対象としてアンケート調査を実施した。学生に対しては各年度の「介護過程Ⅲ」の最終
授業時に自記式による集合調査を、実習指導者に対しては各年度の介護過程展開実習終了後1か月間で
自記式による郵送調査を実施した。学生の回答については無記名としたが、実習指導者についてはその
後より詳細な意見を聴くことを可能にするため記名式とした。いずれも量的分析を行うためには調査対
象の母数が少ないため、各質問項目には選択肢を設けず、自由記述とした。平成22年度学生29人中26
人、平成23年度学生32人中29人、平成22年度実習施設19か所中19か所、平成23年度実習施設22か所中17
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（図表４）学生に対する質問項目
１．従来の集中型（一定期間、連続して毎日実習する）と比較して、良かったと思われる点はありましたか？でき
るだけ具体的に記入して下さい。
２．集中型の実習と比較して、良くなかったと思われる点はありましたか？ できるだけ具体的に記入して下さい。
３．実習と並行して行った「介護過程Ⅲ」 の授業は実習を行うに当たって役に立ちましたか？役に立った場合は、
具体的にどのようなことが役立ったか記入して下さい。
４．今回の介護過程展開実習において苦慮した点はありましたか？
５．介護過程展開実習に際し、早期に実習施設に適応できることを目的として、９月に３日間程度の自主実習を課
しました。自主実習に関して何かご意見はありますか？
６．介護過程展開実習をより良いものにするために、何かご意見がありましたら、以下に記入して下さい。
（図表５）指導者に対する質問項目
１．従来の集中型（一定期間、学生が連続して毎日実習する）と比較して、良かったと思われる点はありました
か？
２．今回の介護過程展開実習において、学生指導や学生対応等で苦慮した点はありましたか？
３．介護過程展開実習に際し、早期に実習施設に適応できることを目的として、９月に３日間程度の自主実習を学
生に課しました。自主実習に関して何かご意見はありますか？
４．介護過程展開実習をより良いものにするために、何かご意見がございましたら、以下にご記入下さい。
か所から回答を得ることができた。質問項目については、（図表４）（図表５）に示す。
３−２　アンケート調査の結果
　アンケート調査の結果について、傾聴すべき意見、指摘が多いため、その詳細を（図表６）（図表
７）に示す。
　集中型実習と比較して良かった点について、学生および実習指導者ともに、「（学生が）実習に余裕
を持って臨むことができる」「じっくりと利用者に向き合うことができる」「課題に十分な時間をかけ
ることができる」「大学からの指導が受けやすい」「利用者の変化を長期にわたって観察することがで
きる」などの意見が目立った。
　一方、集中型実習と比較して良くなかった点、苦慮した点について、学生からは、「実習日以外の曜
日の業務を体験することができない」「実習日以外の利用者の様子を観察することができない」「利用
者の名前を覚えるのに時間がかかった」「利用者に対する介護方法を覚えるのに時間がかかった」「施
設の様子、業務を覚えるのに時間がかかった」「１週間前に受けた指導内容を思い出すのが容易ではな
い」「指導者とすれ違いになり相談することが難しかった」などの意見が目立った。実習指導者から
は、学生と同様の意見に加えて、「継続的な指導ができない」「指導しづらい」「学生がどこまで把握
しているのか分かりにくい」という意見もあった。
　自主実習（ボランティア活動）について、学生、実習指導者ともに、「自主実習を行うことでスムー
ズに実習に入ることができた」など、その有効性を評価する意見が多かった。一方で、学生からは、
「本実習で配属される場所と同じ場所で活動したかった」「3日間では足りない」、実習指導者から
は、「学生が明確な目的意識を持って来なければ意味がない」「受け入れが困難」といった意見もあっ
た。また、学生、実習指導者ともに、「実習なのか、ボランティアなのか、その位置づけを明確にした
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（図表６）学生に対するアンケート調査の結果
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（　）は同様意見の数
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（図表７）実習指導者に対するアンケート調査の結果
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方が良い」という意見があった。
　介護過程展開実習をより良いものにするための意見として、学生からは、記録、事前学習等、自己の
努力の重要性を指摘する意見が目立った。実習指導者からは、１週当たりの実習日を３日にするなど実
習日程の再検討についての指摘が目立った。
　学生のみを対象とした質問項目であるが、実習と並行して行った「介護過程Ⅲ」の授業についての意
見として、「教員や同級生からアドバイスを受けられるので一人で悩むことがなかった」「様々な角度
から意見をもらえるので、実習に活かすことができた」「次回実習で行うべきことを明確にしてから実
習に入ることができた」「授業を受けることで実習最終日までモチベーションを維持することができ
た」などの意見が目立った。
３−３　考察
　アンケート調査の結果から、本学が実施した長期実習により介護過程を学ばせる方法は、集中型の実
習と比較して、１）学生が実習の中で介護過程を学ぶ時間を確保することができる　２）学生の身体
的、精神的負担を軽減することができる　３）長期にわたって対象利用者と関わり、観察することで介
護過程を展開しやすい　４）適宜、教員が学生の実習状況を把握することができ、続きの実習に指導を
フィードバックしやすいなどの特徴があると考えられる。これは、本学が長期実習の形態を採用したね
らいに沿うものであったため、一定の成果はあがったものと考えられる。
　一方、長期実習の問題点としては、１）学生が実習する曜日が限定されていることから体験できる業
務に偏りが生じる　２）学生が実習施設に適応し、利用者や業務を把握する上で相応の時間を要する　
３）実習指導者と学生がすれ違いになりやすく、実習指導者が学生の状態を把握し適切な指導を行った
り、学生が指導者に相談したりすることが困難な場合があるなどが考えられる。これらの中には、集中
型実習であっても生じる問題、新しい実習形態に慣れていないために生じる問題なども含まれている
が、多くは学生の努力、教員の指導に加え、学生、実習指導者、教員の３者間のコミュニケーションの
円滑化を図ることによって問題を軽減することができるものと考えられる。
　自主実習について、上記で述べた問題点が想定されたため導入した経緯があるが、その有効性につい
ては多くの学生、実習指導者が評価している。一方、１）ボランティアか、実習かの位置づけを明確化
すること　２）学生の自主実習に対する目的意識を明確にするための指導を強化することが必要である
こと　３）実習指導者に対して自主実習の目的をより理解していただくための働きかけを行うこと　
４）適正な日数、時間数について再検討が必要なことなど、運用にあたっての課題が明らかになった。
　長期実習をより良いものにするための課題としては、多くの実習指導者が週２日間という実習日程に
ついての再検討を要望していることもあり、長期実習のメリットを損なわない範囲において、検討する
必要があるものと考えられる。
　学生の少人数グループを編成して、実習と並行してグループスーパービジョンを行った「介護過程
Ⅲ」の授業については、多くの学生がその利点を評価しており、無記名の調査にもかかわらず一切の否
定的な意見がなかったことからも、実習で介護過程を学ばせるためには不可欠なプログラムである考え
られる。
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４．今後の課題
　長期間、継続して実習を行う例は、社会福祉士養成教育の中で実践例があるものの３）、介護福祉士養
成教育の中ではほとんど見られない。また、社会福祉士及び介護福祉士法の改正に伴う新カリキュラム
における介護過程の教育方法に関する研究は多くない。本稿の意義は、介護福祉士の新カリキュラムに
おける長期実習とそれに並行して行われるグループスーパービジョンを特色とする本学の介護過程の教
育方法の効果と問題点について、学生および実習指導者からのアンケート調査から考察することにあっ
た。その結果については前述のとおりであるが、調査対象の母数が少数であること、アンケートの質問
項目には選択肢を設けず、自由記述としたため、量的な分析を行わなかったことにより、この結果を
もって適正な効果測定を行うことには限界がある。引き続き、学生、実習指導者に対するヒアリングを
行い、データを蓄積することを通じて、適正な教育効果の測定を行うことが今後の課題である。また、
今回のアンケート調査によって明らかになった問題点について、指導上の問題で早急に改善可能な短期
的課題と教育体制全体の見直しを含む長期的課題があるが、いずれも改善に向けた対策を講じてまいり
たい。
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